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京
の
路
地
と
町
名
看
板

藤 t

田た

員先

作 :

町
名
看
板
は
街
角
文
化
財

京
都
に
は
学
生
の
と
き
の
十
年
間
と
五
十
歳
代
の

十
年
間
、
あ
わ
せ
て
二
十
年
間
住
み
ま
し
た
。
後
半

の
十
年
間
は
、
健
康
保
持
の
た
め
京
都
の
街
中
を
歩

き
ま
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
に
興
味
を
も

っ
た
の
が

森
下
仁
丹
の
町
名
看
板
で
、
町
名
の
由
来
を
調
べ
な

が
ら
旧
跡
を
訪
ね
て
お
り
ま
し
た
。

森
下
仁
丹
の
町
名
看
板
は
設
置
後
八
十
年
以
上
経

っ
て
い
ま
す
が
、
今
な
お
現
役
で
あ
り
続
け
て
い
ま

す
。
他
の
ス
ポ
ン
サ
ー
の
看
板
よ
り
も
古
い
の
に
、

そ
の
堅
牢
な
作
り
（多
く
は
琺
瑯
引
き
の
鉄
板
製
）
ゆ

え
に
劣
化
が
少
な
く
、
む
し
ろ
新
し
く
見
え
る
く
ら

い
で
す
。
今
や
、

一
企
業
の
宙
一伝
媒
体
と
い
う
よ
り

「
街
角
文
化
財
」
と
い
え
る
地
位
を
占
め
て
い
る
と

い
っ
て
よ
い
で
し
よ
う
。
京
都
か
ら
神
奈
川
の
片
田

合
に
蟄
居
し
て
か
ら
、
当
時
を
思
い
出
し
つ
つ

「
仁

丹
の
町
名
看
板
を
よ
す
が
に
京
め
ぐ
り
」
と
い
う
探

訪
記
を
書
い
て
い
ま
す

（わ
た
し
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

耳
ぎ

、̈
そ
ヨ
計Ｑ

ｏ
ｏ
ヨ
楽
て
ｏ
ヨ
①
⑥
⊂
ミ
か
ら
ダ
ウ
ン

□
―
ド
で
き
ま
す
）
。
そ
の
中
か
ら
、

「
」
れ
こ
そ

京
都
」

（あ
く
ま
で
も
、
わ
た
し
の
よ
う
ぢ
よ
そ
者

の
感
覚
で
す
が
）
と
い
え
る
路
地

（ろ
―
じ
）
の
い
く

つ
か
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
よ
う
。

膏
薬
図
子
含
」
う
や
く
の
ず
し
）

京
都
の
路
地
に
は
二
種
類
あ

っ
て
、
厳
密
で
は
な

い
よ
う
で
す
が
、
袋
小
路
に
な

っ
て
い
る
も
の
を
狭

義
の
路
地
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
通
り
抜
け
で

き
る
路
地
は
、

一
般
に

「ず
し
」
と
呼
び
、
図
子
あ

る
い
は
辻
子
と
書
く
よ
う
で
す
。

（湘
南
情
報
数
理
化
学
研
究
所
）

図
子
の
中
で
、
特
別
に
古
く
有
名
な
の
が

「膏
薬

図
子
」
↑
」
う
や
く
の
ず
し
）
で
す
。
な
に
せ
、

一
七

八
〇
年
（安
永
九
年
）
に
出
版
さ
れ
た

『都
名
所
図
会
』

に
も

「膏
薬
道
場
（か
う
や
く
の
だ
う
ぢ
や
う
）
と
い

ふ
は
、
む
か
し
四
条
の
南
、
新
町
と
西
洞
院
の
間
に

あ
り
、
今
、
膏
辻
子
（か
う
や
く
の
つ
ぢ
）
と
い
ふ
」

と
載

っ
て
い
る
く
ら
い
で
す
か
ら
。

「
膏
薬
道
場
」

は
空
也
上
人
が
開
い
た
と
さ
れ
、

「空
也
供
養
道
場
」

が
な
ま
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

『都

名
所
図
会
』
で
は
、
他
の
箇
所
で
も
そ
う
で
す
が
、

「
辻
子
」
を

「
つ
ぢ
」
と
読
ん
で
い
ま
す
。

膏
薬
図
子
は
四
条
通
か
ら
入
る
と
、
途
中
で
鉤
形

に
折
れ
曲
が

っ
て
い
て
、
最
後
は
綾
小
路
通
に
抜
け

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
四
条
通
か
ら
入

っ
た
南

北
部
分
中
ほ
ど
の
西
側
壁
面
に
、

「
神
田
神
宮
」
と

い
う
銘
板
の
か
か

っ
た
小
祠
が
あ
り
ま
す
。
銘
板
に

は

「
天
慶
年
間
平
将
門
の
首
を
晒
し
た
る
所
也
」
と

書
い
て
あ
る
の
が
曰
く
あ
り
げ
で
す
。
小
さ
な
祠
で

も
、
あ
な
ど

っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
実
は
、

『拾
遺

都
名
所
図
会
』

ミ
都
名
所
図
会
』
の
続
編
、

一
七
八

七
年
刊
行
）
に
も

「
平
将
門
社
（た
い
ら
の
ま
さ
か
ど

の
や
し
ろ
と

と
し
て
由
来
が
載

っ
て
い
る
の
で
す
。

綾小路通 ま 伯牙山

膏薬図子と町名看板 (→P.8通りの位置関係④)

四条通

かんだしんくう

神田神宮
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こ
の
図
子
に
は
、
も
う

一
つ
、
特
筆
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
短
い
区
間
に
、

驚
く
な
か
れ
、
五
枚
も
の
町
名
看
板
が
貼

っ
て
あ
る

の
で
す
。
四
条
通
か
ら
入
る
と
、
東
西
部
分
に
貼

っ

て
あ
る
の
は
、

「
綾
小
路
通
新
町
西
入
上

新
釜
座

町
」

‐１‐
（本
製
）
の
町
名
看
板
で
す
。
次
い
で
、
綾
小

路
に
出
る
南
北
部
分
の
東
側
に

「
綾
小
路
通
西
洞
院

東
入
上
ル
新
釜
座
町
」
２
の
町
名
看
板
。
同
じ
新
釜

座
町
で
す
が
、
基
準
の
通
り
の
と
り
か
た
が
異
な

っ

て
い
ま
す
。
新
釜
座
町
は
、
膏
薬
図
子
の
北
側
の
両

側
町
に
な

っ
て
い
ま
す
。

町
名
看
板
２
の
少
し
南
、
東
側
の
壁
に

「
綾
小
路

通
西
洞
院
東
入
上
ル
矢
田
町
」
■
。
さ
ら
に
南
下
す

る
と
、
綾
小
路
側
の
図
子
入
□
の
西
側
に

「
綾
小
路

通
西
洞
院
東
入
上
ル
矢
田
町
」
４
が
あ
り
、
東
側
に

「
綾
小
路
通
西
院
東
入
上
ル
矢
田
町
」
５‐
八

「
洞
」

が
抜
け
て
い
ま
す
）
が
あ
り
ま
す
。
矢
田
町
は
、
綾

小
路
通
の
両
側
町
で
す
。
■
ｉ
一
‐５‐
は
、
同
じ
基
準
で

同
じ
町
名
で
す
。

綾
小
路
通
　
西
洞
院
　
東
入
　
上
ル
　
新
釜
座
町
②

東
入
　
上
ル
　
矢
田
町
③

五
枚
の
町
名
看
板
の
中
か
ら
代
表
と
し
て
、
町
名

看
板

‐１２‐
と

，
の
写
真
を
載
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

町
名
看
板
２
と

，
は
、
基
準
の
通
り
は
同
じ
で
す

が
、
町
名
が
異
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
枚
の
町
名

看
板
の
間
に
、
新
釜
座
町
と
矢
田
町
の
境
界
が
あ
る

こ
と
が
実
地
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
釜
座
町
は
明

治
時
代
に
な

っ
て
命
名
さ
れ
て
お
り
、
由
来
は
よ
く

わ
か
り
ま
せ
ん
。
江
戸
時
代
は
、

一
貫
し
て
膏
薬
辻

子
↑
」
う
や
く
の
ず
し
、
こ
う
や
く
の
つ
じ
）
と
呼
ば

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
矢
田
町
は
、
矢
田
寺

（矢
田

地
蔵
）
が
こ
の
地
に
あ

っ
た
こ
と
に
由
来
。
矢
田
寺

は
、
天
正
十
八
年
２

五
九
〇
年
）
に
、
豊
臣
秀
吉
の

京
都
改
造
に
と
も
な
っ
て
、
現
在
地
の
寺
町
通
三
条

上
ル
に
移
転
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
矢
田
町
は

「や

だ
」
と
濁

っ
て
読
み
ま
す
が
、
矢
田
寺
は

「
や
た
」

と
清
音
で
読
む
よ
う
で
す
。

膏
薬
図
子
か
ら
綾
小
路
通
へ
抜
け
た
東
側
は
、
杉

本
家
住
宅
（京
都
市
指
定
有
形
文
化
財
）
で
す
。
京
格

子
、
出
格
子
、
虫
籠
窓
（む
し
こ
ま
ど
）
な
ど
、
京
町

家
の
典
型
的
な
外
観
で
す
。
杉
本
家
は
、
祇
園
祭
の

際
に
は
、

「伯
牙
山
（は
く
が
さ
ん
と

の
お
飾
り
場

に
な
り
、
屏
風
、
祭
に
使
わ
れ
る
ご
神
体
、
豪
華
な

懸
装
品
（け
そ
う
ひ
ん
）
な
ど
が
飾
ら
れ
ま
す
。

「伯

牙
山
」
は
、
周
時
代
、
琴
の
名
手
伯
牙
が
、
そ
の
友

人
の
死
に
際
し
て
、
真
に
聴
い
て
く
れ
る
人
が
も
う

い
な
い
と
嘆
い
て
、
琴
を
壊
し
た
と
い
う
故
事
に
ち

な
ん
で
い
ま
す
。

匂
天
神
町

高
辻
烏
丸
の
交
差
点
か
ら
東
へ
、
高
辻
通
の
北
側

の
歩
道
に
面
し
て
、
ビ
ル
に
埋
め
込
ま
れ
た
小
祠
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
こ
の
あ
た
り
の
町
名

「
匂
天

神
町
」
（に
お
い
て
ん
じ
ん
ち
ょ
う
）
の
由
来
と
な

っ

た
匂
天
神
社
（に
お
い
て
ん
じ
ん
じ
ゃ
）
で
す
。
読
み

の
区
切
り
方
は
、

「匂
天

‐
神
社
」
で
は
な
く
、

「匂

天
神

‐
社
」
で
す
。
祭
神
は
菅
原
道
真
で
、
江
戸
中

期
に
は
洛
陽
天
満
宮
二
十
五
社
の

一
つ
に
数
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
は
写
真
で
見
て
の
通
り
、
鉄
格

子
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

『都
名
所
図
会
』
に
は
、

「
匂
天
神
社
（に
ほ
ひ
の

で
ん
じ
ん
や
し
ろ
）
は
東
洞
院
と
烏
丸
の
間
、
高
辻

の
北
に
あ
り
、
竹
之
辻
子
（た
け
の
つ
ぢ
）
と
い
ふ
、

清
香
庵

（せ
い
か
う
あ
ん
）
と
号
す
。
」
と
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
竹
之
辻
子
」
と
い
う
名
前
は
も
は
や

廃
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
の
図
子
自
体
は
、
現

‐
Ｉ

　

Ｆ

東
洞
院
通

ホ
テ
ル
日
航

　

Ｈ

フ
リ
ン
セ
ス
京
都

‐９‐
一　

　

　

　

●
〉
桜

田

―
―
―
―
―
―
―
―
―

コ

　
　
「

1  匂天神社日

高辻通

仏光寺通
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在
も
、

『都
名
所
図
会
』
の
記
述
そ
の
ま
ま
に
残

っ

て
い
ま
す
。

こ
の
図
子
も
、
町
名
看
板
の
宝
庫
で
、
四
枚
も
町

名
看
板
が
残

っ
て
い
ま
す
。
匂
天
神
社
の
あ
る
高
辻

通
か
ら
、
図
子
を
北
へ
進
み
、
鉤
形
に
折
れ
ま
す
と
、

図
子
の
東
西
部
分
の
北
側
、
植
本
の
陰
に
、
町
名
看

板

「高
辻
通
烏
丸
東
入
上
ル
匂
天
神
町
」
お
・が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
北
へ
曲
が
り
ま
す
と
、
南
北
部
分

の
西
側
三
階
に
、

「
佛
光
寺
通
烏
丸
東
入
下
ル
匂
天

神
町
」
●
の
看
板
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
町
名

看
板
は
、
同
じ
匂
天
神
町
の
町
内
で
す
。
町
名
看
板

７
の
貼

っ
て
あ
る
町
家
の
北
隣
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の

一

階
部
分
に
は
、
今
度
は

「
佛
光
寺
通
烏
丸
東
入
下
ル

上
柳
町
｝
■
の
看
板
が
あ
り
ま
す
。
町
名
が
変
っ
て
、

「
上
柳
町
」
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
箇
所
が
、
匂
天

神
町
と
上
柳
町
の
境
界
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
さ
ら
に

北
へ
進
む
と
、
向
か
い
の
東
側
の
並
び
に
、

「
佛
光

寺
通
烏
丸
東
入
下
ル
匂
天
神
町
｝
■
の
町
名
看
板
。

こ
の
看
板
の
町
名
は
、
も
と
に
戻
っ
て

「匂
天
神

町
」
。
図
子
の
通
り
の
東
西
で
境
界
の
位
置
が
ず
れ

て
い
る
こ
と
が
実
地
に
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

佛
光
寺
通
　
鳥
丸
　
東
入
　
下
ル
　
上
柳
町

③

匂
天
神
町
の
図
子
に
高
辻
通
か
ら
入

っ
て
、
最
初

に
突
き
当
た

っ
た
と
こ
ろ
、
西
側
に
和
菓
子
屋

「音

羽
屋
」
が
あ
り
ま
す
。
お
す
す
め
は
、
名
物

「
赤
飯

ま
ん
じ
ゅ
う
　
白
梅
」
。
銘

「白
梅
」
は
、
も
ち
ろ

ん
匂
天
神
に
由
来
。
赤
飯
を
霞
頭
の
皮
で
包
ん
で
栗

を
載
せ
て
蒸
し
た
も
の
。
甘
さ
控
え
め
の
饉
頭
で
、

お
茶
な
し
で
も
食
べ
ら
れ
る
上
品
な
味
。
グ
ル
メ
の

た
め
に
は
な
に
を
も
い
と
わ
な
い
か
た
に
は
、
仏
光

寺
通
か
ら
入
っ
た
南
北
の
通
路
東
側
に
懐
石
料
理

「桜

田
」
。

福
田
寺
町

福
田
寺
町
は
、
高
倉
通
松
原
下
ル
に
入
□
の
あ
る

図
子
の
両
側
町
で
す
。
高
倉
通
か
ら
入

っ
て
西
に
歩

く
と
、
途
中
で
折
れ
曲
が

っ
て
万
寿
寺
通
に
出
る
よ

う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
路
地
の
東
西
部
分
の
中
ほ
ど

に
、
本
製
の
仁
丹
看
板

「高
倉
通
松
原
下
ル
西
入
福

田
寺
町
」
０
が
あ
り
ま
す
。

「福
田
寺
町
」
の
町
名

は
、
も
と
も
と
こ
こ
に
あ

っ
た
福
田
寺

（現
在
は
下

寺
町
に
移
転
）
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

福
田
寺
町
の
通
路
が
曲
が
る
と
こ
ろ
に
、
末
広
稲

荷
社

（す
え
ひ
ろ
い
な
り
し
ゃ
）
が
あ
り
ま
す
。
献
灯

に
は
、

「
末
廣
大
明
神
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、

祭
神
が
倉
稲
魂
神
（う
か
の
み
た
ま
の
か
み
）
と
い
い

ま
す
か
ら
、
お
稲
荷
さ
ん
で
し
ょ
う
。
そ
の
そ
ば
に

は
、
福
田
寺
町
の
町
内
案
内
図
。

松原通

福田寺町と町名看板 (→P.8通りの位置関係◎)

匂天神社

万寿寺通
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芸
の
細
か
い
町
名
表
示

路
地
の
町
名
表
示
に
つ
い
て
、
町
名
看
板
１０
と
比

較
す
る
と
ち
ょ
う
ど
よ
い
町
名
看
板
が
あ
り
ま
す
の

で
、
つ
い
で
に
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
福
田
寺
町
の
高

倉
通
側
の
入
□
の
北
に
あ
る
、
町
名
看
板

「高
倉
通

松
原
下
ル
本
燈
籠
町
」
１１
で
す
。
町
名
の

「本
燈
籠

町
」
は
、
平
重
盛
が
東
山
小
松
谷
に
建
立
し
た
燈
籠

堂
が
、
後
世
こ
の
地
に
移

っ
て
き
た
こ
と
に
由
来
し

て
い
ま
す
。
燈
籠
堂
は
、
の
ち
に
浄
教
寺
と
な
り
、

天
正
の
京
都
改
造
の
と
き
に
、
現
在
地

（寺
町
通
四

条
下
ル
貞
安
前
之
町
）
に
移

っ
て
い
ま
す
。

１０
で
は
、
路
地
の
中
で
あ
る
こ
と
を

「
下
ル
西
入
」

の
よ
う
に
二
重
の
指
示
で
示
し
て
い
ま
す
。　
一
方
、

１１
で
は
、
単
に

「
下
ル
」
と
指
示
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
路
地
以
外
で
は
、
町
名
看
板

１１
の
よ
う
な
書
き

方
が
、
町
名
の
標
準
的
な
表
示
方
法
で
す
。

わ
た
し
の
ホ
ー
ム
ヘ
ー
ジ
の

「
仁
丹
の
町
名
看
板

を
よ
す
が
に
京
め
く
り
」
は
、
現
在
第
十
二
回
ま
で

続
い
て
い
ま
す
。
本
稿
の
記
載
を
機
に
興
味
を
も
た

れ
た
か
た
は
、
わ
た
し
の
ホ
ー
ム
ヘ
ー
ジ
を
ぜ
ひ
お

訪
ね
く
だ
さ
い
。

☆
「
仁
丹
の
町
名
看
板
を
よ
す
が
に
京
め
ぐ
り
」

３
計け０
一ヽ
ヽ
Ｘ
て
「
洋
①
Ｘ
Ｏ
Ｏ
「
■
べ
て
〇
ヨ
①
Ｏ
⊂
ユ
一

町
名
看
板
１０
と

１１
は
、
基
準
の

「
高
倉
通
松
原
」

は
同
じ
で
す
が
、
そ
の
あ
と
に

「
下
ル
西
入
」
と

「下

ル
」
を
加
え
て
、
細
か
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
町
名
表
示

を
お
こ
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
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